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　Ｊ
Ａ
常
陸
奥
久
慈
枝
物
部
会

（
以
下
、
部
会
）
は
、
常
陸
大
宮
市
・

大
子
町
・
常
陸
太
田
市
に
ま
た
が

る
広
域
の
切
り
枝
生
産
部
会
で
す
。

生
け
花
や
花
束
に
用
い
ら
れ
る
約

二
五
〇
品
目
の
「
枝
物
」
を
周
年

で
出
荷
し
て
お
り
、
令
和
六
年
度

販
売
実
績
で
は
、
二
億
五
〇
〇
〇

万
円
を
達
成
し
ま
し
た
。
令
和
元

年
に
は
、「
奥
久
慈
の
切
り
枝
」

で
県
銘
柄
産
地
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

○
部
会
の
取
組

　部
会
で
は
、
ハ
ナ
モ
モ
を
中
心

に
枝
物
の
安
定
生
産
、
目
揃
会
や

研
修
会
の
開
催
、
生
け
込
み
装
飾

等
に
よ
る
枝
物
Ｐ
Ｒ
活
動
、
及
び

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
出
荷
や
作
付
け

等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
枝
物

Ｐ
Ｒ
活
動
で
は
、
地
元
の
若
い
世

代
に
花
文
化
を
継
承
し
、
ま
た
地

域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
全

国
高
校
生
花
い
け
バ
ト
ル
茨

城
大
会
の
支
援
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
産

地
の
更
な
る
発
展
や
ブ
ラ
ン

ド
力
向
上
の
た
め
、
栽
培
技

術
や
、
新
規
就
農
者
へ
の
支

援
を
中
心
に
、
部
会
の
取
組

を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

○
第
五
四
回
日
本
農
業
賞
（
集
団
・

　組
織
の
部
）
大
賞
を
受
賞

　約
二
〇
年
前
に
九
名
で
始
ま
っ

た
部
会
は
、
定
年
帰
農
者
を
中
心

に
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
な
が
ら

産
地
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
部

会
の
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
取
組
が

評
価
さ
れ
、
令
和
七
年
三
月
に
、

農
業
界
で
の
権
威
あ
る
「
日
本
農

業
賞
」
で
、
頂
点
と
な
る
大
賞
を

受
賞
し
、
日
本
農
業
を
牽
引
す
る

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
認
め
ら

れ
ま
し
た
。
今
後
、
産
地
の
更
な

る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か

　令
和
七
年
一
一
月
時
点
で
部
会

員
は
一
五
三
名
と
年
々
増
え
て
い

ま
す
が
、
よ
り
多
く
の
仲
間
を
求

め
て
い
ま
す
。
部
会
員
の
中
に
は
、

定
年
帰
農
者
や
、
他
産
業
に
従
事

し
な
が
ら
枝
物
を
栽
培
・
出
荷
し

て
い
る
方
も
多
く
い
ま
す
。
新
規

就
農
や
複
合
経
営
も
歓
迎
し
ま

す
。
部
会
の
推
奨
品
目
の
提
案
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▲ 部 会 の 皆 様

▲第54回日本農業賞表彰式
（令和7年3月9日）
左：部会長、右：会長

〒319-2255　茨城県常陸大宮市野中町3083-2
TEL. 0295-53-0116　FAX. 0295-53-1077
（大子駐在）〒319-3361  茨城県久慈郡大子町頃藤6690-1
TEL. 0295-74-0461　FAX. 0295-74-0769

　普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
業
の
振
興
を
図

る
た
め
、
付
加
価
値
を
高
め
た
農
産
物
生
産

の
取
組
と
し
て
有
機
農
業
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
常
陸
大
宮
市
も
令
和
五
年
一
一
月
に
県

内
で
初
め
て
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言

を
行
い
、
有
機
農
業
の
推
進
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

○
有
機
カ
ン
シ
ョ
に
対
す
る
栽
培
支
援

　有
機
栽
培
は
化
学
合
成
農
薬
、
化
学
合
成

肥
料
を
使
用
せ
ず
に
栽
培
す
る
た
め
、
雑
草

対
策
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
カ
ン
シ
ョ
栽
培

で
は
、
ツ
ル
が
畝
間
を
覆
う
よ
う
に
な
る
ま

で
の
雑
草
の
発
生
量
が
、
そ
の
後
の
イ
モ
の

肥
大
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

慣
行
栽
培
で
は
、
除
草
剤
を
活
用
し
、
雑
草

を
抑
え
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
有
機
栽
培

で
は
除
草
剤
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
㈱
Ｊ

Ａ
常
陸
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
と
と
も
に
、
有
機

カ
ン
シ
ョ
ほ
場
に
お
い
て
、
効
果
的
な
畝
間

抑
草
の
試
験
を

行
い
ま
し
た
。

試
験
区
と
し

て
、①
緑
肥
、②

敷
き
藁
、③
も

み
殻
、④
黒
マ

ル
チ
、⑤
防
草

シ
ー
ト
、
の
合

計
五
区
を
設

け
、
除
草
効
果
や
費
用
対
効
果
を
検
討
す
る

た
め
に
、
雑
草
発
生
量
及
び
除
草
時
間
等
の

デ
ー
タ
を
収
集
し
ま
し
た
。
現
在
、
収
穫
量

や
除
草
の
効
果
、
設
置
に
係
る
労
働
力
等
を

分
析
し
な
が
ら
、
ど
の
方
法
が
適
す
る
か
次

の
作
に
向
け
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

　普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
有
機
農
業
の
取
組
を

推
進
す
る
た
め
、
今
後
も
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

 

　大
子
町
は
県
内
一
の
観
光
直
売
型
リ
ン
ゴ

産
地
で
す
。主
力
品
種
の「
ふ
じ
」を
中
心
に
、

蜜
の
多
い
「
こ
う
と
く
」
や
地
域
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
品
種
「
奥
久
慈
宝
紅
」
等
、
特
色
あ
る

品
種
が
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
県
外
で
も
知
名

度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　Ｊ
Ａ
常
陸
大
子
町
り
ん
ご
部
会
で
は
、
高

品
質
安
定
生
産
を
目
的
に
、剪
定
講
習
会（
一

月
）、防
除
検
討
会（
二
月
）、摘
果
講
習
会（
六

月
）、
夏
期
管
理
検
討
会
（
七
月
）
な
ど
を

開
催
し
、
年
間
を
通
じ
て
部
会
員
の
栽
培
技

術
向
上
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、
近
年

は
、
夏
季
高
温

等
の
気
候
変
動

へ
の
対
応
と
し

て
、
部
会
と
普

及
セ
ン
タ
ー
、

関
係
機
関
が
連

携
し
、
現
地
の
事
例
を
収
集
し
な
が
ら
、
日

焼
け
果
や
着
色
不
良
へ
の
対
策
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
日
焼
け
果
発
生
軽

減
効
果
を
確
認
す
る
た
め
、
遮
光
ネ
ッ
ト
設

置
の
現
地
試
験
も
実
施
し
ま
し
た
。

　皆
様
は
、
ご
自
身
の
ほ
場
の
土
壌
成
分
状

態
を
把
握
し
て
い
ま
す
か
。
成
分
バ
ラ
ン
ス

が
良
い
と
作
物
の
成
長
も
良
く
、
逆
に
、
バ

ラ
ン
ス
が
悪
い
と
作
物
の
成
長
を
妨
げ
、
生

理
障
害
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
一
回
土
壌
診

断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
診
断
項
目
は
、
㏗
、

と
Ｅ
Ｃ
、
さ
ら
に
石
灰
、
苦
土
、
加
里
、
リ

ン
酸
の
成
分
量
で
バ
ラ
ン
ス
を
調
べ
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
診
断
結
果
を
元
に
土

壌
改
良
資
材
の
施
用
量
に
つ
い
て
も
提
案
を

し
て
い
ま
す
。

　自
分
の
ほ
場
に
足
り
な
い
成
分
と
量
を
把

握
で
き
れ
ば
、
必
要
な
分
の
み
を
施
用
す
る

こ
と
で
資
材
費
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　調
べ
た
い
ほ
場
か
ら
三
〜
五
か
所
の
土
を

合
わ
せ
て
茶
椀
一
杯
程
度
（
約
一
五
〇
ｇ
）

お
持
ち
い
た
だ
け
れ

ば
、
土
壌
診
断
が
で

き
ま
す
。

　是
非
、
普
及
セ
ン

タ
ー
の
土
壌
診
断
を

ご
活
用
下
さ
い
。

　茨
城
県
で
は
、
将
来
、
地
域
農
業
の
担
い

手
と
な
る
農
業
青
年
を
青
年
農
業
士
と
し
て

認
定
し
て
い
ま
す
。
令
和
七
年
度
は
、
管
内

か
ら
青
年
農
業
士
一
名
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　海
野
さ
ん
は
、
常
陸
大
宮
市
で
促
成
長
期

ど
り
大
玉
ト
マ
ト
栽
培
を
行
い
、
環
境
制
御

装
置
を
活
用
し
た
栽
培
の
高
度
化
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
若
手
農
業
者
組

織
の
会
長
を
務
め
た
経
験
も
あ
り
、
今
後
も

地
域
農
業
を
牽
引
す
る
存
在
と
し
て
一
層
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲緑肥による抑草の様子

　▲防除検討会の様子
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新
任
青
年
農
業
士
の
紹
介

有
機
農
業
の
取
組 

有
機
農
業
の
取
組 

有
機
農
業
の
取
組 

リ
ン
ゴ
高
品
質
安
定
生
産
の
取
組

リ
ン
ゴ
高
品
質
安
定
生
産
の
取
組

土
壌
診
断
の
取
組

土
壌
診
断
の
取
組

Ｊ
Ａ
常
陸
奥
久
慈
枝
物
部
会
の

　

Ｊ
Ａ
常
陸
奥
久
慈
枝
物
部
会
の

　

Ｊ
Ａ
常
陸
奥
久
慈
枝
物
部
会
の

　

Ｊ
Ａ
常
陸
奥
久
慈
枝
物
部
会
の

　

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
の
取
組



◇ 農作業における事故や農業機械の盗難に気をつけましょう ◇ ◇ 農薬はラベルや最新情報をよく確認して正しく使いましょう ◇

第52号令和８年１月５日発行

茨城県県北農林事務所
常陸大宮地域農業改良普及センター

普及センターだより

普及センターだより令和８年 1月 5日発行 第 52号（2）

最新情報を最新情報を
今すぐチェック!!↓↓↓今すぐチェック!!↓↓↓

▲常陸大宮地域農業改良
普及センターHP

▲県北農林事務所X
（旧Twitter）

　Ｊ
Ａ
常
陸
奥
久
慈
枝
物
部
会

（
以
下
、
部
会
）
は
、
常
陸
大
宮
市
・

大
子
町
・
常
陸
太
田
市
に
ま
た
が

る
広
域
の
切
り
枝
生
産
部
会
で
す
。

生
け
花
や
花
束
に
用
い
ら
れ
る
約

二
五
〇
品
目
の
「
枝
物
」
を
周
年

で
出
荷
し
て
お
り
、
令
和
六
年
度

販
売
実
績
で
は
、
二
億
五
〇
〇
〇

万
円
を
達
成
し
ま
し
た
。
令
和
元

年
に
は
、「
奥
久
慈
の
切
り
枝
」

で
県
銘
柄
産
地
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

○
部
会
の
取
組

　部
会
で
は
、
ハ
ナ
モ
モ
を
中
心

に
枝
物
の
安
定
生
産
、
目
揃
会
や

研
修
会
の
開
催
、
生
け
込
み
装
飾

等
に
よ
る
枝
物
Ｐ
Ｒ
活
動
、
及
び

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
出
荷
や
作
付
け

等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
枝
物

Ｐ
Ｒ
活
動
で
は
、
地
元
の
若
い
世

代
に
花
文
化
を
継
承
し
、
ま
た
地

域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
全

国
高
校
生
花
い
け
バ
ト
ル
茨

城
大
会
の
支
援
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
産

地
の
更
な
る
発
展
や
ブ
ラ
ン

ド
力
向
上
の
た
め
、
栽
培
技

術
や
、
新
規
就
農
者
へ
の
支

援
を
中
心
に
、
部
会
の
取
組

を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

○
第
五
四
回
日
本
農
業
賞
（
集
団
・

　組
織
の
部
）
大
賞
を
受
賞

　約
二
〇
年
前
に
九
名
で
始
ま
っ

た
部
会
は
、
定
年
帰
農
者
を
中
心

に
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
な
が
ら

産
地
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
部

会
の
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
取
組
が

評
価
さ
れ
、
令
和
七
年
三
月
に
、

農
業
界
で
の
権
威
あ
る
「
日
本
農

業
賞
」
で
、
頂
点
と
な
る
大
賞
を

受
賞
し
、
日
本
農
業
を
牽
引
す
る

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
認
め
ら

れ
ま
し
た
。
今
後
、
産
地
の
更
な

る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か

　令
和
七
年
一
一
月
時
点
で
部
会

員
は
一
五
三
名
と
年
々
増
え
て
い

ま
す
が
、
よ
り
多
く
の
仲
間
を
求

め
て
い
ま
す
。
部
会
員
の
中
に
は
、

定
年
帰
農
者
や
、
他
産
業
に
従
事

し
な
が
ら
枝
物
を
栽
培
・
出
荷
し

て
い
る
方
も
多
く
い
ま
す
。
新
規

就
農
や
複
合
経
営
も
歓
迎
し
ま

す
。
部
会
の
推
奨
品
目
の
提
案
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▲ 部 会 の 皆 様

▲第54回日本農業賞表彰式
（令和7年3月9日）
左：部会長、右：会長

〒319-2255　茨城県常陸大宮市野中町3083-2
TEL. 0295-53-0116　FAX. 0295-53-1077
（大子駐在）〒319-3361  茨城県久慈郡大子町頃藤6690-1
TEL. 0295-74-0461　FAX. 0295-74-0769

　普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
業
の
振
興
を
図

る
た
め
、
付
加
価
値
を
高
め
た
農
産
物
生
産

の
取
組
と
し
て
有
機
農
業
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
常
陸
大
宮
市
も
令
和
五
年
一
一
月
に
県

内
で
初
め
て
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言

を
行
い
、
有
機
農
業
の
推
進
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

○
有
機
カ
ン
シ
ョ
に
対
す
る
栽
培
支
援

　有
機
栽
培
は
化
学
合
成
農
薬
、
化
学
合
成

肥
料
を
使
用
せ
ず
に
栽
培
す
る
た
め
、
雑
草

対
策
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
カ
ン
シ
ョ
栽
培

で
は
、
ツ
ル
が
畝
間
を
覆
う
よ
う
に
な
る
ま

で
の
雑
草
の
発
生
量
が
、
そ
の
後
の
イ
モ
の

肥
大
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

慣
行
栽
培
で
は
、
除
草
剤
を
活
用
し
、
雑
草

を
抑
え
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
有
機
栽
培

で
は
除
草
剤
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
㈱
Ｊ

Ａ
常
陸
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
と
と
も
に
、
有
機

カ
ン
シ
ョ
ほ
場
に
お
い
て
、
効
果
的
な
畝
間

抑
草
の
試
験
を

行
い
ま
し
た
。

試
験
区
と
し

て
、①
緑
肥
、②

敷
き
藁
、③
も

み
殻
、④
黒
マ

ル
チ
、⑤
防
草

シ
ー
ト
、
の
合

計
五
区
を
設

け
、
除
草
効
果
や
費
用
対
効
果
を
検
討
す
る

た
め
に
、
雑
草
発
生
量
及
び
除
草
時
間
等
の

デ
ー
タ
を
収
集
し
ま
し
た
。
現
在
、
収
穫
量

や
除
草
の
効
果
、
設
置
に
係
る
労
働
力
等
を

分
析
し
な
が
ら
、
ど
の
方
法
が
適
す
る
か
次

の
作
に
向
け
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

　普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
有
機
農
業
の
取
組
を

推
進
す
る
た
め
、
今
後
も
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

 

　大
子
町
は
県
内
一
の
観
光
直
売
型
リ
ン
ゴ

産
地
で
す
。主
力
品
種
の「
ふ
じ
」を
中
心
に
、

蜜
の
多
い
「
こ
う
と
く
」
や
地
域
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
品
種
「
奥
久
慈
宝
紅
」
等
、
特
色
あ
る

品
種
が
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
県
外
で
も
知
名

度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　Ｊ
Ａ
常
陸
大
子
町
り
ん
ご
部
会
で
は
、
高

品
質
安
定
生
産
を
目
的
に
、剪
定
講
習
会（
一

月
）、防
除
検
討
会（
二
月
）、摘
果
講
習
会（
六

月
）、
夏
期
管
理
検
討
会
（
七
月
）
な
ど
を

開
催
し
、
年
間
を
通
じ
て
部
会
員
の
栽
培
技

術
向
上
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、
近
年

は
、
夏
季
高
温

等
の
気
候
変
動

へ
の
対
応
と
し

て
、
部
会
と
普

及
セ
ン
タ
ー
、

関
係
機
関
が
連

携
し
、
現
地
の
事
例
を
収
集
し
な
が
ら
、
日

焼
け
果
や
着
色
不
良
へ
の
対
策
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
日
焼
け
果
発
生
軽

減
効
果
を
確
認
す
る
た
め
、
遮
光
ネ
ッ
ト
設

置
の
現
地
試
験
も
実
施
し
ま
し
た
。

　皆
様
は
、
ご
自
身
の
ほ
場
の
土
壌
成
分
状

態
を
把
握
し
て
い
ま
す
か
。
成
分
バ
ラ
ン
ス

が
良
い
と
作
物
の
成
長
も
良
く
、
逆
に
、
バ

ラ
ン
ス
が
悪
い
と
作
物
の
成
長
を
妨
げ
、
生

理
障
害
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
一
回
土
壌
診

断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
診
断
項
目
は
、
㏗
、

と
Ｅ
Ｃ
、
さ
ら
に
石
灰
、
苦
土
、
加
里
、
リ

ン
酸
の
成
分
量
で
バ
ラ
ン
ス
を
調
べ
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
診
断
結
果
を
元
に
土

壌
改
良
資
材
の
施
用
量
に
つ
い
て
も
提
案
を

し
て
い
ま
す
。

　自
分
の
ほ
場
に
足
り
な
い
成
分
と
量
を
把

握
で
き
れ
ば
、
必
要
な
分
の
み
を
施
用
す
る

こ
と
で
資
材
費
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　調
べ
た
い
ほ
場
か
ら
三
〜
五
か
所
の
土
を

合
わ
せ
て
茶
椀
一
杯
程
度
（
約
一
五
〇
ｇ
）

お
持
ち
い
た
だ
け
れ

ば
、
土
壌
診
断
が
で

き
ま
す
。

　是
非
、
普
及
セ
ン

タ
ー
の
土
壌
診
断
を

ご
活
用
下
さ
い
。

　茨
城
県
で
は
、
将
来
、
地
域
農
業
の
担
い

手
と
な
る
農
業
青
年
を
青
年
農
業
士
と
し
て

認
定
し
て
い
ま
す
。
令
和
七
年
度
は
、
管
内

か
ら
青
年
農
業
士
一
名
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　海
野
さ
ん
は
、
常
陸
大
宮
市
で
促
成
長
期

ど
り
大
玉
ト
マ
ト
栽
培
を
行
い
、
環
境
制
御

装
置
を
活
用
し
た
栽
培
の
高
度
化
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
若
手
農
業
者
組

織
の
会
長
を
務
め
た
経
験
も
あ
り
、
今
後
も

地
域
農
業
を
牽
引
す
る
存
在
と
し
て
一
層
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲緑肥による抑草の様子

　▲防除検討会の様子
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